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はじめに

このドキュメントでは、Cisco Meeting Server(CMS)2000でポートミラーリングを設定するため
に必要なプロセスと手順について説明します。

前提条件

要件

これらの機器への物理的なアクセス：

Cisco Meeting Server(CMS)2000です。通常、Cisco UCS Bシリーズブレードサーバ(UCS 
B200-M4)に導入されます

•

10GBまたは1GB銅線Small Form-factor Pluggable(SFP)コネクタ(Cisco GLC-TE - 
1000BASE-T SFP)が今回のケースで使用されました。サポートされるすべてのSFPのリス
トは、「関連情報」セクションに記載されています)

•

イーサネットケーブル•

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

基本的なネットワーク機能•
UCSサーバの基本知識•

使用するコンポーネント

このドキュメントの内容は、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるもの
ではありません。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、クリアな（デフォルト）設定で作業を開始していま



す。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認して
ください。

コンフィギュレーション

次の手順では、設定手順の概要を説明します。

ステップ1:UCS管理IP経由でUCS ManagerのWeb GUIにアクセスします。

ステップ 2： 左側のEquipmentタブを選択します。 2つのFabric Interconnectのうち、どちらがプ
ライマリで、どちらがサブオーディナリであるかを確認します。この例では、プライマリファブ
リックインターコネクトはBです。

ステップ 3： Primary Fabric Interconnectを選択します。次に、Fixed Module > Ethernet Ports > 
Port 2の順に選択します。 通常、ポート1はCMSとの間でやり取りされるすべてのトラフィック
のアップリンクとして使用されます。したがって、ポート2、3、または4を使用できます。この
例では、ポート2を選択します。これは、SPANモニタを適用するポートです。

ステップ 4： このポートがすでに何らかの目的で設定されている場合は、そのポート上の設定を
削除する必要があるため、アクションUnconfigureを選択します。ポートがすでに未設定の場合
（これが必要です）、次のステップに進みます(図は未設定ポートの正しい設定を示しています
)。



ステップ 5： この作業が完了したら、LAN > Traffic Monitoring Sessions > Fabric Interconnect 
Bの順に選択します。ここでaddを選択し、SPAN Monitorの設定を開始します。

Name：名前を付けます。この例では、SPAN-Session•
Admin State：有効•
宛先：ファブリックインターコネクトBポート2（SPANテンプレートを適用するために使用
するポートであるため）

•

管理速度:1 Gbps（ラップトップへの接続に通常のイーサネットケーブルを使用しており、
SFPは1 GB）

•

UCSでのCMSの設定方法に基づいて、異なるオプションを設定できます。一般的な導入
では、この例ではSPAN Monitorの2つの追加コンポーネントのみを設定します。

手順 6： アップリンクイーサネットポートの追加:

ソース：ファブリックインターコネクトBポート1を選択します（ここで重要
なのは、これがSPAN用にトラフィックをコピー/ミラーリングするソースポート
であるということです。これは、CMSがネットワークに向かうCMSとの間の
ネットワークトラフィックに使用するポートである必要があります）

•

方向：両方（着信トラフィック、発信トラフィック、またはその両方をキャプチャ
するかどうかを決定可能）

•

手順 7： VLANを追加します。

ソースの選択:VLAN CMS2000-MEDIA-VLAN（CMSがメディアに使用するVLAN）•

SPANモニタセッションの設定が完了したら、SPANモニタの動作状態が「UP」に変わり、
動作状態の理由が「Active」と表示される必要があります。

その後、ラップトップをUCSブレードサーバのファブリックインターコネクトBポート2に接続
し、Wiresharkまたはtcpdumpでトレースを収集します。

SPANポートが正しく設定され、正しく適用されていることを確認するには、
ファブリックインターコネクトBのポート2に、全体的なステータスがActiveと表示されている
必要があります。
�

�

ここでは、設定のトラブルシューティングに使用できる情報を示します。

すべてを設定しても、全体的なステータスがリンクダウンと表示される場合は、次の手順を実行
します。

SPANモニタの無効化と再有効化•
ケーブルの変更•
ラップトップがイーサネット接続を受け入れていることを確認します。•
SFPが認識されていることを確認します。SFPの詳細はプロパティセクションで確認する
必要があり、SFPとの互換性に関する追加情報やエラーでは確認できないはずです

•

関連情報 

Cisco UCS Managerシステムモニタリングガイド、リリース3.1

Cisco UCS 5100シリーズブレードサーバシャーシデータシート

Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトデータシート

Cisco UCS Manager System Monitoring Guide, Release 3.1
Cisco UCS Manager System Monitoring Guide, Release 3.1
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/servers-unified-computing/ucs-5100-series-blade-server-chassis/data_sheet_c78-526830.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/servers-unified-computing/ucs-5100-series-blade-server-chassis/data_sheet_c78-526830.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/servers-unified-computing/ucs-6300-series-fabric-interconnects/datasheet-c78-732207.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/servers-unified-computing/ucs-6300-series-fabric-interconnects/datasheet-c78-732207.html


翻訳について
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よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


